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第１・２学年国語科学習指導案

１ 指導目標
◎三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読む （読イ）。
・語や文としてのまとまりを考えながら声に出して読む （読エ）。
・乗り物の本などに興味を持ち、探して読む （読ア）。
◎教材文を参考にして 簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を書く 書、 。（
ウ）
○片仮名で書く語を読んだり書いたりする （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
くらべてよもう （光村図書 １年上）

３ 教材名
じどう車くらべ （光村図書 １年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、入門期の児童にとって興味・関心が強い対象の代表的なものの一つ、自動車を取

り上げた説明文である。
児童が説明的文章として初めて出会った教材は 「いろいろいろなくちばし」であった。鳥の、
くちばしの特徴と働きを考えることができる教材である。児童は、写真や教材文から説明され
ている事柄を正確に読み取ることを学ぶとともに説明文の基本文型「問い→答え」を学んだ。
本教材では、この学習の発展として題材に「自動車」を取り上げ 「話題・問題提示→問題に、

対する説明」を、仕事と作りという二つの事柄の因果関係で述べる形をとっている。
この時期の児童が興味を持ちやすい題材を取り上げ、主体的な理解・表現活動を促す教材構

成である。この教材の学習を通して、児童は、楽しい説明文の読みを体得すると同時に、確か
な言語能力を身につけることのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。

◇「書くこと」
教材文を参考にして、簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文章
を書く。

◇「読むこと」
三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読みとったり、
読みとった事柄を比べたりすることができる。

（２）児童について
児童は読書が好きである。図書館や巡回図書の利用を楽しみにしている。読書の時間には、

静かに読書に取り組んでいる。読み聞かせも大好きで、読書に関する興味・関心が高い。

１年上「いろいろいろなくちばし」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●、 」
は以下のようであった。

◇「書くこと」
○自分で選んだ題材のカワセミのくちばしの形とえさの取り方についてまとめ、説明文の基
本的な文型である「問い→答え」の文型を使って書くことができた。また、くちばしの特
徴やくちばしの使い方を表すことばについては、語彙について確認しながら取り組み、一
冊の本にできたことを喜んでいた。

◇「読むこと」
○キツツキ・オウム・ハチドリのくちばしの特徴やくちばしの使い方について学び、説明文
の基本的な文型である「問い→答え」の文型を理解し読むことできた。
○書かれている内容について感想を持ちながら読むことができた。
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（３）指導について
本単元では、教材から、バス・乗用車、トラック、クレーン車の、仕事と作りについて述べ

ている部分を適切に選んで書く学習をする。仕事と作りという二つの事柄をつなぐ言葉を用い
た説明文の構成を学習する。三種類の自動車の教材文を参考にして、一冊の本を作り、表現タ
イムで発表することを知らせ、目的意識・必要感を持って取り組むことができるようにしてい
きたい。

◇「書くこと」
・三種類の自動車の教材文を参考にし、人に聞いたり、資料を読んだりして集めた情報を書
き写したり、書き換えたりして、簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説
明する文章を書くことができるようにする。

◇「読むこと」
・それぞれの自動車の説明が仕事についてと作りについてのまとまりから成っていることに
気づかせるために 「そのために」という言葉が果たす役割について気づかせながら読む、
ことができるようにする。
・教科書の文章をよく読むことと、教科書以外の資料を多く読むことの両方を取り入れ、資
料の中から必要な情報を選ぶことができるようにさせる。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （９時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第 ９ 時
４ 自分が調べた乗り物について発表する。
次

書 く こ と
第 第 ６ 時 （本時） 第 ７・８ 時
３ 自分が調べたい乗り物を選び、カード作成をす カードをもとに乗り物についての仕事と作り

、 。次 る。 との関係 その他気づいたことを文章に書く

書 く こ と
第 第 ５ 時
２ はしご車の仕事と作りについて書く。
次

読 む こ と
第 第 ２ 時 第 ３ 時 第 ４ 時
２ バスや乗用車の仕事と作りと トラックの仕事と作りとの関係 クレーン車の仕事と作りとの
次 の関係を考えながら、内容の を考えながら、内容の大体を読 関係を考えながら、内容の大
大体を読む。 む。 体を読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 教師の範読を聞き、自動車図鑑を作る計画を立て、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。
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５ 評価規準
◎三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読む （読イ）。
・語や文としてのまとまりを考えながら声に出して読む （読エ）。
・乗り物の本などに興味を持ち、探して読む （読ア）。
◎教材文を参考にして 簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を書く 書、 。（
ウ）
○片仮名で書く語を読んだり書いたりする （言イ（ｱ ）。 ）

主な学習活動 評価規準 具体の評価規準
（ ）（方法） Ａ Ｂ Ｃ 指導の手立て

自動車につ ・進んで図書館等 ・自動車について ・自動車に興味が関
いての本や資料 に出かけていき、 の本を進んで読 もてない児童に
を見て、図書資 自動車についての み、先生や友達に は、どんな自動車
料に親しもうと 本を探し、自力で 教えようとしてい が好きか、友達と
している。 読もうとしてい る。 十分に話をさせる
（観察） る。 ようにする。

第１次－①
教師の範読を 全文を読ん ・自動車の種類と ・自動車の全部の ・挿絵を手がかり読
聞き、自動車 で感想を持ち、 自動車の何を比べ 作りが分かり、大 に内容の大体を読
図鑑を作る計 学習のめあてを て書いているか、 体を読み取ってい み取っている。
画を立てる。 もつ。 話の大体を読み取 る。

発言 ノート っている。（ 、 ）

自動車につ ・知っている自動 ・知っている自動 ・知っている自動関
いて知っている 車について 名前 車の名前、働きや 車について話をさ、 、
ことを発表しよ 働きや作りの違い 作りの違いなどを せ、それをもとに
うとする。 など、知っている 一つは発表しよう して発表してい
発言 ノート ことを複数発表し としている。 る。（ 、 ）

ようとしている。

第２次－②
バスや乗用 バスや乗用 ・ そのために」 ・仕事や作りにつ ・文のまとまりに読 「

車についての 車の仕事と作り の言葉の役割に気 いて絵と文章を照 注目するために、
教材文を読ん との関係を考え づき 「だから」 合させ 「そのた 「そのために」の、 、
で視写し、自 ながら、内容の などほかの言葉で めに」をはさんで 言葉の前と後ろの
動車図鑑のペ 大体を読み取っ 言い換えることが それぞれの文章の 文、それぞれのま
ージを作る。 ている。 できる。 まとまりに気づい とまりを線で囲ん

（発言） ている。 でいる。

・教材文のほかに ・教材文の中か ・それぞれのまと
も、人を快適に乗 ら、バスや乗用車 まりが、仕事と作
せる役割のために の便利なところを りのどちらを表し
バスや乗用車の便 一つは発言してい ているかを考えて
利なところを複数 る。 いる。
発言している。

片仮名を正 ・片仮名語を、文 ・バスの片仮名語 ・絵を手がかりに言
しく読んでい 脈の中において正 を、正しい読み方 読んでいる。
る。 しい発音、抑揚で で読んでいる。
（観察） 読んでいる。

第２次－③
トラックに トラックの ・教材文のほかに ・教材文の中から ・ そのために」読 「

ついての教材 仕事と作りとの も、トラックの仕 トラックの仕事」 の言葉を教材文の
文を読んで視 関係を考えなが 事は何で、荷物を は何で、荷物を運 中から探してい
写し、自動車 ら、内容の大体 運ぶ仕事に合わせ ぶ仕事に合わせた る。
図鑑のページ を読み取ってい た作りにはどんな 作りにはどんなこ ・乗用車で大きな
を作る。 る。 ことがあるかを、 とがあるかを、指 荷物を運んだらど

（発言） あげている。 摘している。 うかなどについて
を考えている。

片仮名を正 ・片仮名語を、文 ・トラック、タイ ・絵を手がかりに言
しく読んでい 脈の中において正 ヤなどの片仮名語 読んでいる。
る。 しい発音、抑揚で を、正しい読み方
（観察） 読んでいる。 で読んでいる。
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第２次－④
クレーン車 クレーン車 ・教材文のほかに ・教材文の中から ・具体的に、鉄骨読

についての教 の仕事と作りと も、クレーン車の クレーン車の仕事 を高くつり上げて
材文を読んで の関係を考えな 仕事は何で、つり は何で、仕事に合 ビルを作っている
視写し、自動 がら、内容の大 上げる仕事に合わ わせた作りにはど 様子を思い起こし
車図鑑のペー 体を読み取って せた作りにはどん んなことがある ている。
ジを作る。 いる。 なことがあるか、 か、またクレーン

（発言） また、クレーン車 車の便利なところ ・腕が伸びるだけ
の作りについて便 や脚がついている 車体が不安定にな
利なことや不便な わけを指摘してい ることに気づいて
ことをあげてい る。 いる。
る。

片仮名を正 ・片仮名語を、文 ・クレーンの片仮 ・絵を手がかりに言
しく読んでい 脈の中において正 名語を、正しい読 読んでいる。
る。 しい発音、抑揚で み方で読んでい
（観察） 読んでいる。 る。

第２次－⑤
はしご車の 教材文に倣 ・仕事、作りのほ ・仕事、作りなど ・それぞれのまと書

仕事と作りに い、簡単な組み かにも、はしご車 の文章を段落に分 まりの書きだしの
ついて書く。 立てで、文章を について自由な文 け、はしご車につ 言葉などを手がか

書いている。 章をまとまりに分 いて書いている。 りに、段落に分け
（カード） けて書いている。 て書いている。

第３次－⑥
自分の好き 教材文に倣 ・仕事、作りのほ ・仕事、作りなど ・選んだ自動車に書

な自動車につ い、簡単なカー かにも、選んだ自 の文章を段落に分 ついて関心を持っ
いてカード作 ド作成をする。 動車について、自 け、選んだ自動車 たことを書いてい
成をする （カード） 由にカードに書い について書いてい る。。（本

ている。 る。時 ）

第３次－⑦⑧
自分の好き 教材文に倣 ・仕事、作りのほ ・仕事、作りなど ・それぞれのまと書

な自動車につ い、簡単な組み かにも自由な文章 の文章を段落に分 まりの書きだしの
いて説明する 立てで、文章を をまとまりに分 け、選んだ自動車 言葉などを手がか
文を書き、こ 書いている。 け、選んだ自動車 について、書いて りに書いている。
れまで書いた （カード） について、書いて いる。
ページも合わ いる。
せて自動車図
鑑を作る。

第４次－⑨
自分が調べ 自分が調べ ・調べたことが紹 ・調べたことを理 ・調べたことを紹話

た乗り物につ た乗り物につい 介する理由となる 由をつけて紹介し 介している。
いて発表する て発表する。 ように話してい ている。。

（発表） る。
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６ 本時について
（１）目標
◎自分の好きな自動車についてカード作成をする。

（２）本時の構想
前時までは、三種類の自動車の教材文が仕事・ そのために ・作りについて構成されているこ「 」

とを学習してきた。
本時は、人に聞いたり、資料を読んだりした情報をもとにして、自分が選んだ自動車について
仕事とそのための作りについてカード作成する時間となる。仕事と作りを説明するカードを書く
ことができるように支援していきたい。

１ 年 生

段階 学習活動と学習内容 指導上の留意点 直間

つ １ 前時までの学習内容を想起する ・自分が選んだ自動車について確認する。。
か
む ２ 本時の学習課題を把握する。 ・自分の好きな自動車について説明するカードを

書き、これまで書いたページも合わせて自動車
「 児童が選んだ自動車名 」 図鑑を作っていくことを確認する。（ ）

５ のカードをかこう。 ・選んだ自動車について、仕事と作りのカードを
分 書くことを確認する。

、ふ ３①教師と学習課題を追究する活動 ・自分が気がついた自動車の仕事と作りについて
か をする。 カードに書くようにさせる。
め ・ 児童が選んだ自動車名 」を ・参考図書を見たり、経験を想起したりしながら「（ ）
る 説明するカードを書く。 書くように支援する。

・児童が選んだ自動車の絵に書いていくようにさ
せる。

３② 自力で学習活動を追究する活動 ・調べて感じたことを書き足し、自分なりの図鑑
をする。 のページを書くようにさせる。

32
分 ４ 書いたカードを確認をする。 ・自分が選んだ自動車について、仕事と作りなど

について書いているか自分で確認させる。

まと ５ 学習のまとめをする。 ・発表する時には、書いたことを正確に分かりや
める すく発表することを確認する。
５ ・聞く時には、発表者が取り組んだ内容を考えな
分 がら聞くことを確認する。

・２年生の発表を聞く。

ふり ６ 学習を振り返る。 ・本時学習の振り返りを発表する。
かえ ・よかったこと、がんばったことなど発表する。
る ７ 次時の学習を確かめる。 ・表現タイムまでに学習で取り組むことを確認す
３ る。
分

（３）具体の評価規準

Ａ 仕事、作りのほかにも、選んだ自動車について、自由にカードに書いている。

Ｂ 仕事、作りなどの文章を段落に分け、選んだ自動車について書いている。

Ｃ 選んだ自動車について関心を持ったことを書いている。
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（４）板書計画

（５） 座席表

黒板

（ ）出入口

平机

小黒板

移動黒板 （２年生用 ２年Ａ児 １年Ａ児 （１年生用
） ）関連図書 関連図書

じ
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う
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日 時 平成１８年 ９月 ８日（金）５校時
児童数 １年 男子１名

２年 男子１名
指導者 阿部 智子
場 所 １・２年教室

１ 指導目標
◎海の生きものたちが互いに役立っていることを、事柄の順序を考えながら読む （読イ）。
○語や文のまとまりや内容、言葉の響きなどについて考えながら声に出して読む （読エ）。
○興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる （書イ）。
・片仮名を読んだり書いたりし、片仮名で書く語を文や文章の中で使う （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
だいじなところに気をつけて読もう （光村 ２年上）

３ 教材名
サンゴの海の生きものたち （光村 ２年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、サンゴの海に住む魚たちの共生について述べられている説明的文章である。サン

ゴの海に住む生きものは、物語の登場人物として登場したり、図鑑で紹介されたり、親しみを
持つことができる。また、グラビア写真が美しく、海の生き物たちに興味を持ちやすい。２年
生の児童にとって大変適している教材である。

「 」 、「 」 。２年上 たんぽぽのちえ は 時間的な順序・その時の様子・その理由 という構成あった
本教材は、説明がやや複雑になっている。説明に登場する生き物の数が多く、生き物の関係

もやや入り組んでいる。しかし 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係、
性が理解しやすくなる 「はじめ」の「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記。
述が、読み取りのポイントとなる。説明文を読み取る第一歩となる教材である。また、説明的
文章を読むことによって知的好奇心が動き、これまで知らなかったことに驚き、さらに、新た
な情報を求め、新たな発見や・共感の喜びを、体験することのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。
◇「書くこと」
興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる。

◇「読むこと」
海の生きものたちが互いに役立っていることを、事柄の順序を考えながら読む。

（２）児童について
児童は、本を読むことが好きで朝読書の読書や図書室の本の貸し出しを楽しみにしている。

興味を持ったことについて本を探すこと・読み比べること・図鑑の資料を比較することなどが
好きである。

２年上「たんぽぽのちえ」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●は以下の、 」
ようであった。

◇「書くこと」
○児童が自分で見つけたたんぽぽの様子やちえについて、教材文を参考に「たんぽぽ新聞」
にまとめることができた。
●児童が自分で見つけたたんぽぽが、教材文のたんぽぽの生育状況と若干違いがあり、教材

、 。文のたんぽぽの様子と文や挿絵や図鑑を使って確かめる場面で 支援が必要な時があった

◇「読むこと」
○「時間的な順序・その時の様子・その理由」という構成に着目して読むことの学習ができ
た。
○教師と一緒に挿絵や文中の語句について確かめり、動作化したりするとによって、新しい
発見や理由付けについて内容を考えながら読むことができた。
●はじめ、新出語句にとまどう様子がみられたが、挿絵や文中の語句を文脈の流れで繰り返
し繰り返し確かめたり、動作化したりすることで理解することができた。
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（３）指導にあたって
本単元では、海の生きものたちが互いに役立っていることを、事柄の順序を考えながら読み

取る学習をする。共生の仕組みの不思議について興味を持たせ、更に、自分が興味を持った海
、「 」 。 「 」の生き物について調べ 生きものカード に書く学習をする 表現タイムで 生きものカード
、 。発表することを知らせ 目的意識・必要感を持って取り組むことができるようにしていきたい

◇「書くこと」
・本教材の生きものの特徴や関わりについて、写真や教材文で確かめることを通して 「初、
て知ったこと 「不思議だと思ったこと」を想起させ、感想に書くことができるようにす」
る。
・生きものカードを書く視点が教材文と同じであることを生かして、児童が興味を持った海
の生き物について 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に特徴をまとめ、 」
て書くことができるようにさせる。

◇「読むこと」
・映像紹介・図書紹介・動作化を取り入れ、書かれている語句について教材文の叙述に沿っ
て読み取り、言葉になじませ、理解できるようにさせる。
・本教材は 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係性が理解しやす、
くなる 「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記述から共生関係につい。
て読みとることができるようにする。
・ 中」では 「どんな生きものたちが ・・・しているのでしょうか」の問いかけに対する「 、 、
答えを探すことに着目し、叙述に即して正確に読み取ることができるようにする。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （１２時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第１２時
４ 海の生きもの図鑑を発表する。
次

読むこと 書くこと
第 第９時 第 第１０・１１時 （本時１／２時）
３ 生き物について ３ 関連図書の中から、共生する生き物について面白いと思ったこ
次 書かれた関連図 次 とをまとめる。
書を読む。

書くこと 書くこと
第 第５時 第 第８時
２ ２ ンソメワケベラと大きな魚イソギンチャクとクマノミにな ホ
次 次 になって、お互いに感謝のメッり、相手のよいところについて

セージを書く。書く。

読 む こ と
第 第２時 第３時 第４時 第６時 第７時
２ はじめを読み取 クマノミとイソギ クマノミとイソギ ホンソメワケベ ホンソメワケベ
次 る。 ンチャクの体の特 ンチャクのかかわ ラの体の特徴と ラの体と大きな

徴を読む。 り合いを読む。 大きな魚の体の 魚のかかわり合
ことを読む。 いを読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 全文を読んで感想をもち、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。
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５ 評価規準
◎海の生きものたちが互いに役立っていることを、事柄の順序を考えながら読む （読イ）。
○語や文のまとまりや内容、言葉の響きなどについて考えながら声に出して読む （読エ）。
○興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる （書イ）。
・片仮名を読んだり書いたりし、片仮名で書く語を文や文章の中で使う （言イ（ｱ ）。 ）

主な学習活動 評価規準 具体の評価規準
（ ）（方法） Ａ Ｂ Ｃ 指導の手立て

生き物につい 生き物について関 海の生き ・進んで図書館等 ・ ・
ものたちが互い に出かけていき、 を に興味て書かれた本 書かれた本
に役立っている 進んで読み、教師 がもてない児童に生き物について

書かれた本 生き物ことを、事柄の を探 や友達に教えよう は、どんな
順序を考えなが し、自力で読もう としている。 が好きか、友達と
ら読み としている。 十分に話をさせる取り、

ようにする。生き物につい
て書かれた本

。を進んで読む
（観察）

第１次－①
・内容の大体を ・内容の大体を ・生き物の様子や教師の範読 全文を読ん読
登場する生き物 いくつかの視点 かかわりなどの視を聞き、いき で感想をもち、 、
その様子やかか から読み取って 点を手がかりに、もの図鑑を作 学習のめあてを
わり合いなど、 いる。 内容の大体を読みる計画を立て もつ。
すべての視点か 取っている。る。 発言 ノート（ 、 ）
ら読み取ってい
る。

第２次－②
気づいた ・気づいたこと ・気づいたこと ・写真を見て、話はじめを読 書

ことを教科書 を写真や範読を を写真や範読を したことを書いてみ取る。
の写真を見た 手がかりにして 手がかりにして いる。、 、
り、範読を開 複数書いている １つは書いてい。
いたり声に出 る。
して読んだり
して書く。
（ 、 ）発言 ノート

第２次－③④
イソギンチ ２つの生 ・自分の力で２ ・手がかりをも ・動作化をして海読
ャクとクマノ き物の特徴と つの生き物の様 とに２つの生き の生き物の特徴を
ミについて、 かかわり合い 子やかかわり合 物の特徴につい 書いている。

、 。特徴やかかわ を読み取る。 いについて、ま て 書いている
り合いを読み とめている。（ 、 ）発言 ノート
取る。

第２次－⑤
イソギンチ ２つの生 ・５つの文以上 ・３つの文以上 ・かかわり合いに書
ャクとクマノ き物になり、 で相手のよいと で相手のよいと ついて振り返り、
ミになり、 相手のよいと ころを書いてい ころを書いてい １～２つの文で相相

ころを書く。 る。 る。 手のよいところを手のよいとこ
書く。 書いている。ろを 発言 ノート（ 、 ）

第２次－⑥⑦
ホンソメワ ２つの生 ・自分の力で、 ・手がかりをも ・動作化をして海読
ケベラや大き き物の特徴と ２つの生き物の とに、２つの生 の生き物の特徴を
な 魚 に つ い かかわり合い かかわりあいに き物について、 書いている。
て、特徴やか を読み取る。 ついて、まとめ 書いている。
かわり合いに ている。（発言、観察）
つ を 読 み 取
る。
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第２次－⑧
ホンソメワ ２つの生 ・ ・相手に ・かかわり合いに書 相手のよいと 感謝の

ケベラや大き き物 ついて振り返り、になって ころについて感謝 メッセージを書い、
に な っ お互いに感謝の の気持ちが表われ ている。 感謝のメッセージな 魚

て、お互いに メッセージを書 たメッセージを書 を 。書いている
感謝のメッセ く。 いている。
ージを書く。 （ノート）

第３次－⑨
生き物につ 関連図書を ・自分で関連図書 ・関連図書を 冊 ・教科書に出てく読 1

いてかかれた 読む。 を持ってきたり、 以上読んでいる。 る生き物を紹介し
の関連図書を （観察） 借りたりして、複 読んでいる。
読む。 数読んでいる。

第３次－⑩⑪
関連図書を 読んだ本の ・ 初めて知った ・ 初めて知った ・興味を持った海書 「 「

」 」 、の中から、共 中から、面白い こと 「不思議だ こと 「不思議だ の生き物について
生する生き物 と思ったことを と思ったこと」を と思ったこと」を 心に残ったことを
について面白 まとめる。 中心に、いくつか 中心に１つの特徴 。書いている
いと思ったこ （カード） の特徴と関わり合 を取り上げて文章
とをまとめる いを取り上げて文 を書いている。。

章や絵を書いてい
る。（本時１／２

時 ）

第４次ー⑫
海の生きも 海の生きも ・調べたことが紹 ・調べたことを理 ・調べたことを紹話

の図鑑を発表 の図鑑を発表す 介する理由となる 由をつけて紹介し 介している。
する。 る。 ように紹介してい ている。

（発表） る。
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６ 本時について
（１）目標

生き物について読んだり調べたりして面白いと思ったことをカードにまとめる。
（２）本時の構想

前時までに、教材文を読み、海の生きものの特徴やかかわり合いについて写真や教材文で確
かめながら 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を感想に書く活動をしてきた。、 」
本時は、海の生きもののブックトークから、児童が興味を持った共生する海の生き物につい

て「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に特徴やかかわり合いについて書いて」
いく。前時までの学習を生かせるように支援していきたい。

２ 年 生

直間 学習活動と学習内容 指導上の留意点 段階

１ 前時までの学習内容を想起する ・児童が興味を持った共生する海の生きものにつ つ。
いて確認する。 か

２ 本時の学習課題を把握する。 ・ 初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」 む「 」
を特徴やかかわり合いが分かるように紹介の文

「 児童が選んだ海の生きも 章を書くことを確認する。 ５（
のの名前 」のとくちょうと 分）
かかわり合いを書こう。

３①自力で学習活動を追究する活動 ・必要な本のページに、事前に付箋を貼らせてお ふ
をする。 く。 か
・ 児童が選んだ海の生きものの ・ 初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」 め「（ 「 」
名前 」の特徴とかかわり合い を中心に特徴やかかわり合いをカードに書くこ る）
をカードに書く。 とを確認する。
生きものの名前 ・読む人に伝えたいことの中心が分かりやすいよ

、 。特徴 うに考えながら 文や絵にまとめるよう励ます
かかわり合い

３②教師と学習課題を追究する活動 ・書いたところを確認する。
をする。 ・特徴かかわり合や取り上げて書いているか確認

する。
・必要に応じて、動作化して文や絵にまとめさせ
る。

32４ 書いた文章を確認をする。 ・ 初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」「 」
を特徴やかかわり合いを取り上げて紹介の文章 分
を書くことができたか自分で確認させる。

５ 学習のまとめをする。 ・発表する時には、書いたことを正確に分かりや まと
すく発表することを確認する。 める
・聞く時には、発表者が取り組んだ内容を考えな ５
がら聞くことを確認する。 分
・１年生の発表を聞く。

６ 学習を振り返る。 ・本時学習の振り返りを発表する。 ふり
・よかったこと、がんばったことなど発表する。 かえ

７ 次時の学習を確かめる。 ・表現タイムまでに学習で取り組むことを確認す る
る。 ３

分

（３）具体の評価規準

Ａ 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に、いくつかの特徴とかかわり合」
いを取り上げて文章や絵を書いている。

Ｂ 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に、１つの特徴を取り上げて文章」
を書いている。

Ｃ 興味を持った海の生き物について、心に残ったことを書いている。
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（４）板書計画
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本校の指導案について

１ 「 １」が下学年・ ２」が上学年の指導案です。sheet sheet「

２ ページの「－１年１－」と「－２年１－」を見開きにして、１・２年生１ページとな

ります。

例 １ページ目

－１年 － －２年 －1 1

２ページ目

－１年 － －２年 －2 2

第１・２学年国語科学習指導案

１ 指導目標
◎三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読む （読イ）。
・語や文としてのまとまりを考えながら声に出して読む （読エ）。
・乗り物の本などに興味を持ち、探して読む （読ア）。
◎教材文を参考にして 簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を書く 書、 。（
ウ）

○片仮名で書く語を読んだり書いたりする （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
くらべてよもう （光村図書 １年上）

３ 教材名
じどう車くらべ （光村図書 １年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、この時期の児童の興味・関心の対象として代表的なものの一つ、自動車を取り上

げた説明文である。
入学して始めて出会った説明文は 「いろいろいろなくちばし」であった。鳥のくちばしの特、
徴を記した文章で、児童は、写真も含めて説明されている事柄を正確に読み取ることを学ぶと
ともに説明文の基本的なパターンである「問い→答え」を学んだ。本教材では、この学習の発
展として、題材に「自動車」を取り上げ、説明のしかたは「話題・問題提示→問題に対する説
明」を、仕事とつくりという二つの事柄の因果関係で述べる形をとっている。
この時期の児童のいちばん好きな題材を取り上げ、主体的な理解・表現活動を促す教材構成
である。この教材の学習を通して、児童は、楽しい説明文の読みを体得すると同時に、確かな
言語能力を身につけることのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。

◇「書くこと」
教材文を参考にして、簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を
書く。

◇「読むこと」
三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読みとったり、
読みとった事柄を比べたりすることができる。

（２）児童について
児童は読書が好きである。図書館や巡回図書の利用を楽しみにしている。読書の時間には、

静かに読書に取り組んでいる。読み聞かせも大好きで、読書に関する興味・関心が高い。

１年上「いろいろいろなくちばし」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●、 」
は以下のようであった。

◇「書くこと」
○自分で選んだ題材のカワセミのくちばしの形とえさの取り方についてまとめ、説明文の基
本的なパターンである「問い→答え」のパターンを使って書くことができた。また、くちば

、 、しの特徴やくちばしの使い方を表すことばについては 語彙について確認しながら取り組み
一冊の本にできたことを喜んでいた。

◇「読むこと」
○キツツキ・オウム・ハチドリのくちばしの特徴やくちばしの使い方について学び、説明文
の基本的なパターンである「問い→答え」のパターンを理解し読むことできた。
○書かれている内容について感想を持ちながら読むことができた。

日 時 平成１８年 ９月 ８日（金）５校時
児童数 １年 男子１名

２年 男子１名
指導者 阿部 智子
場 所 １・２年教室

１ 指導目標
◎ サンゴの海の生きものたち が互いに役立っていることを 事柄の順序を考えながら読む 読「 」 、 。（
イ）
○語や文のまとまりや内容、言葉の響きなどについて考えながら声に出して読む （読エ）。
○興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる （書イ）。
・片仮名を読んだり書いたりし、片仮名で書く語を文や文章の中で使う （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
だいじなところに気をつけて読もう （光村 ２年上）

３ 教材名
サンゴの海の生きものたち （光村 ２年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、サンゴの海に住む魚たちの共生について述べられている説明的文章である。サン
ゴの海に住む生きものは、物語の登場人物として登場したり、図鑑で紹介されており、自然の
中で目にしたことはないが、親しみを持つことができる。また、グラビア写真が美しく、海の
生き物たちに興味を持ちやすい。２年生の児童にとって大変適している教材である。

「 」 、「 」 。２年上 たんぽぽのちえ は 時間的な順序・その時の様子・その理由 という構成あった
本教材は、説明がやや複雑になっている。説明に登場する生き物の数が多い。生き物の関係

もやや入り組んでいる。しかし 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係、
性が理解しやすくなる 「はじめ」の「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記。
述が、読み取りのポイントとなる。説明文を読み取る第一歩となる教材である。また、説明的
文章を読むことによって知的好奇心が動き、これまで知らなかったことに驚き、さらに、新た
な情報を求め、新たな発見や・共感の喜びを、体験することのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。
◇「書くこと」

興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる。

◇「読むこと」
「 」 、 。サンゴの海の生きものたち が互いに役立っていることを 事柄の順序を考えながら読む

（２）児童について
、 。児童は 本を読むことが好きで朝読書の読書や図書室の本の貸し出しを楽しみにしてでいる

興味を持ったことについて本を探すこと・読み比べること・図鑑の資料を比較することなどが
好きである。

２年上「たんぽぽのちえ」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●は以下の、 」
ようであった。

◇「書くこと」
○児童が自分で見つけたたんぽぽの様子やちえについて、教材文を参考に「たんぽぽ新聞」
にまとめることができた。
●児童が自分で見つけたたんぽぽが、教材文のたんぽぽの生育状況と若干違いがあり、教材

、 。文のたんぽぽの様子と文や挿絵や図鑑を使って確かめる場面で 支援が必要な時があった

◇「読むこと」
○「時間的な順序・その時の様子・その理由」という構成に着目して読むことの学習ができ
た。
○教師と一緒に挿絵や文中の語句について確かめり、動作化したりするとによって、新しい
発見や理由付けについて内容を考えながら読むことができた。
●はじめ、新出語句にとまどう様子がみられたが、挿絵や文中の語句を文脈の流れで繰り返
し繰り返し確かめたり、動作化したりすることで理解することができた。

（３）指導について
本教材では、教材から、バス・乗用車、トラック、クレーン車の、仕事と作りについて述べ
ている部分を適切に選んで書く学習をする。仕事と作りという二つの事柄をつなぐ言葉を用い
た説明文の構成を学習する。三種類の自動車の教材文を参考にして、一冊の本を作り、表現タ
イムで発表することを知らせ、目的意識・必要感を持って取り組むことができるようにする。

◇「書くこと」
・人に聞いたり、資料を読んだりして情報を集め、三種類の自動車の教材文で学んだことを
形を生かしながら、書き写したり、書き換えたりして、自分なりの表現で書くことができる
ようにする。

◇「読むこと」
・それぞれの自動車の説明が「しごと」についてと「つくり」についてのまとまりから成っ
ていることに気づかせる。そのために 「そのために」という言葉が果たす役割について、
気づかせながら読むことができるようにする。
・教科書の文章をよく読むことと、教科書以外の資料を多く読むことの両方を取り入れ、資
料の中から必要な情報を選ぶことができるようにさせる。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （９時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第 ９ 時
４ 自分が調べた乗り物について発表する。
次

書 く こ と
第 第 ６ 時 （本時） 第 ７・８ 時
３ 自分が調べたい乗り物を選び、メモをとる。 メモをもとに乗り物についての「しごと」と
次 「つくり」との関係、その他気づいたことを

文章に書く。

書 く こ と
第 第 ５ 時
２ はしご車の「しごと」と「つくり」について書く。
次

読 む こ と
第 第 ２ 時 第 ３ 時 第 ４ 時
２ バスや乗用車の「しごと」と トラックの「しごと」と「つく クレーン車の しごと と つ「 」 「

」 、次 「つくり」との関係を考えな り」との関係を考えながら、内 くり との関係を考えながら
がら、内容の大体を読む。 容の大体を読む。 内容の大体を読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 教師の範読を聞き、自動車図鑑を作る計画を立て、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。

（３）指導にあたって
本教材は 「サンゴの海の生きものたち」が互いに役立っていることを、事柄の順序を考えな、
がら読み取る学習をする。共生の仕組みの不思議について興味を持たせい、更に、自分が興味
を持った海の生き物について調べ 「生きものカード」に書く学習をする。表現タイムで「生き、
ものカード」発表することを知らせ、目的意識・必要感を持って取り組むことができるよう
にする。
◇「書くこと」
・本教材の生きものの特徴や関わりについて、写真や教材文で確かめることを通して 「初、
て知ったこと 「不思議だと思ったこと」想起させ、感想に書くことができるようにする。」
・生きものカードを書く視点が教材文と同じであることを生かして、児童が興味を持った海
の生き物について 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に特徴をまとめ、 」
て書くことができるようにさせる。

◇「読むこと」
・映像紹介・図書紹介・動作化を取り入れ、書かれている語句について教材文の叙述に沿っ
て読み取り、言葉になじませ、理解できるようにさせる。
・本教材は 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係性が理解しやす、
くなる 「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記述から共生関係につい。
て読みとることができるようにする。
・ 中」では 「どんな生きものたちが ・・・しているのでしょうか」の問いかけに対する「 、 、
答えを探すことに着目し、叙述に即して正確に読み取ることができるようにする。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （１２時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第１２時
４ 海の生きもの図鑑を発表する。
次

読むこと 書くこと
第 第９時 第 第１０・１１時 （本時１／２時）
３ 生き物について ３ 生き物について読んだり調べたりして面白いと思ったことをま
次 書かれた本を読 次 とめる。
む。

書くこと 書くこと
第 第５時 第 第８時
２ ２ ンソメワケベラと大きな魚イソギンチャクとクマノミにな ホ
次 次 になって、かかわり合っているり、相手のよいところについて

相手にお礼の手紙を書く。書く。

読 む こ と
第 第２時 第３時 第４時 第６時 第７時
２ はじめを読み取 クマノミといそぎ クマノミといそぎ ホンソメワケベ ホンソメワケベ
次 る。 んちゃくの体の様 んちゃくのかかわ ラの体と大きな ラの体と大きな

子を読む。 り合いを読む。 魚の体のことを 魚のかかわり合
読む。 いを読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 全文を読んで感想をもち、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。


